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No.

議
会

七
月

二
十

六

日

（
本

会

議

）

ｏ
議

案

上

程

、

説

明

、

質

疑

、

討

論

、

採

決

九
月
十
八
日

（本
会
議
）

ｏ
議
案
上
程
、
説
明
、
質
疑
、

委
員
会
付
託

九
月
十
九
日

（委
員
会
）

ｏ
総
務
、
建
設
、
産
業
経
済
、

教
育
民
生
、

九
月
二
十
日

（委
員
会
）

ｏ
教
育
民
生

九
月
二
十
二
日

（本
会
議
）

ｏ
一
般
質
問

九
月
二
十
三
日

（本
会
議
）

ｏ
一
般
質
問

九
月
二
十
六
日

（本
会
議
）

委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、

審
議
日
程

倫
田
阿
目

十
月

二
十

四

日

（
本

会

議

）

ｏ
議

案

上

程

、

説

明

、

質

疑

、

討

論

、

採

決

十

一
月

二
十

五

日

（
本

会

議

）

ｏ
議

案

上

程

、

説

明

、

質

疑

、

討

論

、

採

決

十

二
月

十

六

日

（
本

会

議

）

ｏ
議

案

上

程

、

説

明

、

質

疑

、

委

員

会

付

託

十

二
月

十

七

日

（
本

会

議

）

ｏ

一
般

質

問

，
十

二
月

十

八

日

（
本

会

議

）

ｏ

一
般

質

問

、

追

加

議

案

上

程

、

説

明

、

質

疑

、

委

員

会

付

託

十

二
月

十

九

日

（
委

員

会

）

ｏ
総

務

、

建

設

、

産

業

経

済

，
十

二
月

二
十

二
日

（
委

員

会

）

ｏ
教

育

民

生

十

二
月

二
十

三
日

（
委

員

会

）

ｏ
決

算

特

別

委

員

会

十

二
月

二
十

四

日

（
本

会

議

）

ｏ
委

員

長

報

告

、

質

疑

、

討

論

、

採

決

、

追

加

議

案

上

程

、

説

明

、

質

疑

、

対

論

、

採

決

清掃センター・雲浜小敷地
新設、造成工事請負契約他

10議案を可決

収 入役 、教 育 委 員会 委 員
の再選 に同意

市

議

会

◎
昭
和
二
十
年
度
小
浜
市

一
般
会
計

補
正
予
算

今
回
の
補
正
は
一
億
五
千
八
百
八

十
八
万
二
千
円
を
追
加
補
正
す
る
も

の
で
、
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
、
市
民

体
育
館
建
設
、
小
浜
保
健
所
跡
の
利

用
、
荒
木
集
会
所
に
対
す
る
補
助
、

同
和
対
策
費
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

◎
小
浜
市
皆
葬
儀
用
具
使
用
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

新
し
く
祭
理
、
枯
台
、
林
＝
を

購
入
し
、
部
分
的
貸
し
出
し
は
せ
ず

一
式
と
し
て
貸
し
出
す
た
め
の
条
例

改
正
で
、
霊
柩
車
の
み
を
民
営
で
借

り
る
場
合
、
料
金
が
割
高
に
な
り
は

し
な
い
か
な
ど
の
質
疑
に
対
し
、
市

は
き
び
し
い
指
導
で
絶
対
に
そ
の
よ

う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

◎
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

和
多
田
中
央
線
他
六
路
線
を
市
道
に

認
定
し
た
い
と
い
う
も
の
で
、
市
道

認
定
の
基
準
に
つ
い
て
理
事
者
の
考

え
方
が
聞
わ
れ
、
認
定
の
基
準
は
現

九
月
定
例

市

議

会

九
月
定
例
会
は
、
九
月
十
八
日
か

ら
二
十
四
日
ま
で
、
会
期
七
日

間
の
日
程
で
、
昭
和
五
十
年
度
小
浜

市

一
般
会
計
補
正
予
算

一
億
五
十
八

百
八
十
八
万
三
千
円
、
三
特
別
会
計

補
正
予
算
、
本
市
の
課
題
で
あ
っ
た

清
掃
セ
ン
タ
ー
新
設
、
軟
地
造
成
、

登
浜
小
学
校
敷
地
護
岸
新
設
工
事
請

負
契
約
な
ど
全
議
案
を
可
決
し
ま
し

た
。ま

た
、
収
入
役
、
東
野
実
氏
、
教

育
委
員
会
委
員
、
田
中
結
氏
を
再
選

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
昭
和
五
十
一
年
度
若

狭
高
等
学
校
の
学
級
増
設
に
関
す
る

意
見
書
を
採
択
し
閉
会
し
ま
し
た
。

行
の
基
準
と
変
わ
ら
な
い
と
い
う
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
小
浜
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
敷
地
造
成

工
事
断
負
契
約
に
つ
い
て

多
年
の
懸
条
で
あ
っ
た
本
事
業
の

工
事
請
負
契
約
締
結
を
し
た
い
と
い

う
議
案
で
、
入
札
ま
で
の
経
過
、
公

害
防
止
対
策
、
焼
却
炉
の
構
造
、
機

能
、
切
削
か
ら
生
す
る
排
土
な
ど
に

つ
い
て
理
事
者
の
考
え
が
問
わ
れ
、

特
に
、
公
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
は

現
在
で
は
マ
ル
チ
サ
イ
ク
ロ
ン
を
考

え
て
い
る
が
地
元
及
び
周
辺
地
域
か

ら
強
い
要
望
が
あ
る
電
気
集
塵
機
設

置
に
つ
い
て
、
期
待
に
添
う
よ
う
努

力
し
た
い
と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

◎
雲
浜
小
学
校
敷
地
蔑
岸
新
按
工
事

韓
負
契
約
に
つ
い
て

多
田
川
改
修
に
伴
う
筈
浜
小
学
校

移
転
戦
地
護
岸
工
事
の
請
負
契
約
を

締
結
し
た
い
と
い
う
議
案
で
、
事
業

費
、
工
事
概
要
な
ど
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
ｏ

校
普
通
科
、
商
業
科
を
そ
れ
ぞ
れ

最
低

一
学
級
以
上
増
設
さ
れ
る

こ

十
二
月
定
例

十
二
月
定
例
会
は
、
十
二
月
十
六

日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
会
期
九
日

間
の
日
程
で
開
会
さ
れ
、
昭
和
四
十

九
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
他
六
特
別
会
計
の
決
算
認
定
を

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
、
継
続
審

査
と
し
、
昭
和
五
十
年
度
小
浜
市

一

般
会
計
補
正
予
算
他
十
五
議
案
を
い

す
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
人
権
擁

護
委
員
に
出
森

一
男
氏
を
推
せ
ん
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
方
財
政
計
画
改
善
に
関

す
る
要
望
決
議
、
国
鉄
自
動
車
運
賃

に
関
す
る
要
望
決
議
の
二
決
議
案
の

決
議
を
行
な
い
、
続
い
て
発
電
施
設

の
立
地
調
査
推
進
決
議
案
が
上
程
さ

れ
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
、
閉
会

中
の
継
続
容
査
と
な
り
ま
し
た
。

議

プ

欝

◎
昭
和
二
十
年
度
小
浜
市

一
般
会
計

補
正
予
算

十
二
月
補
正
は
一
億
九
千
四
百
え

十
八
万
七
千
円
の
追
加
で
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
オ
ニ
次
農

業
構
造
改
善
事
業
、
国
鉄
バ
ス
料
金

値
上
げ
に
伴
う
通
学
費
補
助
の
予
算

措
置
、
ご
み
処
理
人
件
費
な
ど
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
昭
和
二
十
年
度
小
浜
市
国
民
宿
舎

及
び
小
浜
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
事
業

会
計
補
正
予
算

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
事
業
収
益
、
支

出
と
も
に
減
額
補
正
で
ユ
ー
ス
ホ
ス

テ
ル
の
需
層
減
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

予
約
の
取
り
消
し
人
数
な
ど
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
予
約

取
り
消
し
は
四
百
八
名
と
な
っ
た
た

め
の
減
額
補
正
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

●
地
方
財
政
計
画
改
善

に

関
す
る
要
望
決
議

よ
り
高
い
住
民
福
祉
の
具
体
化
と

実
現
の
た
め
に
、
本
市
議
会
で
は
地

方
財
政
計
画
改
善
に
関
す
る
工
項
目

の
要
望
を
決
議
し
、
全
国
市
議
会
議

長
会
な
ど
一
体
と
な
っ
て
こ
の
対
策

に
つ
い
て
政
府
関
係
機
関
に
要
望
し

ま
し
た
。

●
国
鉄
自
動
車
運
賃

に

関
す
る
要
望
決
議

交
通
担
の
整
備
と
、
低
廉
を
運
賃

に
よ
る
利
用
の
増
大
は
、
市
民
生
活

の
安
定
向
上
と
都
市
の
発
展
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
均

衝
あ
る
地
域
社
会
の
開
発
を
促
進
す

る
基
本
的
要
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
た
び
の
管
内
パ
ス
運
賃
の
二
十

入
％
に
及
ぷ
大
幅
な
値
上
げ
に
つ
い

て
、
本
市
議
会
は
従
前
の
料
金
に
引

き
下
げ
ら
れ
る
よ
う
要
望
決
議
を
し

ま
し
た
。

●
発
電
施
設
の
立
地

調
査
推
進
決
議

昨
今
の
地
方
自
治
体
財
政
事
情
の

急
激
な
悪
化
か
ら
、
自
己
財
源
の
乏

し
い
本
市
の
将
来
を
考
え
る
と
き
、

何
ら
か
の
産
業
務
致
が
必
要
と
思
わ

れ
、
こ
の
観
点
か
ら
比
較
的
不
況
に

酎
え
ら
れ
る
電
気
産
業
分
野
の
施
設

等
を
本
市
に
誘
致
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
理
事
者
に
お
い
て
立
地
調
査
推

進
を
は
か
ら
れ
た
い
と
し
て
議
貞
か
ら

提
案
〓
れ
、
総
務
常
任
委
員
会
で
の

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

高
校
全
員
入
学
意
見
書

提
出

小
浜
市
議
会
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
　
　
井
県
教
育
委
員
長
あ
て
に
意
見
書
を

の
際
情
を
受
け
、
高
校
全
員
入
学
を
　
　
提
出
し
ま
し
た
。

目
ざ
し
て
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
福
　
　
ｏ
昭
和
二
十

一
年
度
、
若
狭
高
等
学

二決議案

轡姦者聯 韻喜暑雲塞を決議
発電施設の立地調査推進決議は継続審査に
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一
般
質
問

市

政

方

針

◎
市
長
の
昭
和
二
十

一
年
度
予
算

編
成
方
針

新
年
度
予
算
編
成
は
福
祉
の
充
実

環
境
の
整
備
、
産
業
の
振
典
を
柱
に

し
て
前
年
か
ら
の
継
続
事
業
で
あ
る

清
掃
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民
館
、
市

民
体
育
館
、
し
尿
処
理
場
な
ど
を
最

優
先
に
考
え
、
こ
れ
が
施
設
の
一
日

も
早
く
完
成
で
き
得
る
よ
う
な
予
算

を
編
成
し
て
い
き
た
い
。

◎
若
狭
市
の
誕
生
に
つ
い
て

私
も
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

夢
を
持
っ
て
お
り
、
期
の
熟
す
る
の

を
待
っ
て
考
え
て
み
た
い
。

◎
市
職
員
の
採
用
に
つ
い
て

本
市
の
財
政
状
況
、
退
職
者
の
補

充
な
ど
十
分
検
討
し
て
必
要
最
小
限

の
採
用
を
考
え
て
い
る
。

◎
議
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
、

斎
願
、
陳
情
の
取
り
扱
い
。

解
決
し
た
も
の
、
現
在
取
り
組
み

中
の
も
の
の
ほ
か
、
ま
だ
末
解
決
の

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
財
政
状
況
を

も
検
討
し
、
繁
急
の
度
合
い
、
社
会

情
勢
を
考
え
な
が
ら
、
御
意
思
に
添

う
よ
う
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

◎
固
定
資
産
税
の
統
幸
引
き
下
げ

に
つ
い
て

新
年
度
予
算
編
成
時
に

一
千
万

減
枕
が
で
き
な
い
も
の
か
、
よ
く
検

討
し
、
で
き
れ
ば
少
し
で
も
引
き
下

げ
た
い
。

⌒五
十
一
年
一
月
臨
時
会
に
提
案
さ

れ
、
税
率
は
百
分
の
一　
四
に
引

き
下
げ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
）

教
育
文
化
施
設

◎
国
立
少
年
自
然
の
家
に
つ
い
て

国
の
構
想
に
つ
い
て
は
賛
成
を
し

て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い

く
か
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
そ
の
た
め
の
調
査
に
つ
い
て
は

可
能
な
協
力
を
し
た
い
。

◎
国
立
、
私
立
大
学
の
誘
致
に
つ

い
て

現
在
で
は
国
立
、
私
立
大
学
の
誘

致
は
早
急
に
望
め
な
い
と
判
断
し
て

い
ま
す
が
、
大
学
に
付
属
し
た
短
大

の
誘
致
が
で
き
な
い
か
ど
う
か
、
そ

の
資
料
の
収
集
を
し
て
い
る
。

◎
博
物
館
、
市
営
球
場
建
設
の
考

え
方
に
つ
い
て

体
育
抵
が
建
設
さ
れ
る
、
市
営
グ

ラ
ウ
ン
ド
周
辺
を
都
市
運
動
公
国
と

す
る
た
め
徐
々
に
整
備
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

野
球
場
、
博
物
館
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
将
来
の
夢
と
し
て
考
え
た
い
。

◎
学
校
、
保
育
所
の
建
設
計
画
に

つ
い
て

義
務
教
育
施
設
は
、
雲
浜
小
学
校

の
建
設
を
進
め
な
が
ら
、
財
政
の
許

す
範
囲
内
で
危
険
枚
合
の
解
消
に
前

向
き
で
努
力
し
た
い
。

ま
た
、
保
育
所
の
新
設
は
い
ま
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

◎
市
民
体
育
館
の
管
理
、
運
営
に

つ
い
て

昭
和
五
十
一
年
八
月
に
完
成
予
定

な
の
で
、
使
用
料
徴
収
条
例
、
管
理

規
則
な
ど
他
市
の
状
況
も
十
分
参
考

に
し
て
万
全
を
期
す
考
え
で
あ
る
。

ま
た
、
使
用
に
つ
い
て
は
、
特
定

の
個
人
、
団
体
の
使
用
に
片
寄
っ
て

は
な
ら
ず
、
広
く
全
市
民
の
利
用
が

得
ら
れ
る
よ
う
な
体
制
に
し
て
い
き

た
い
。

◎
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

学
校
給
資
は
、
楽
し
め
る
給
食
で

あ
り
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
が
、

食
中
毒
の
問
題
な
ど
が
あ
り
ま
す
の

で
、
よ
く
検
討
、
研
究
を
し
て
み
た

い
。◎

小
浜
保
使
所
跡
地
の
利
用
に
つ

い
て

五
十
一
年
度
予
算
編
成
時
期
ま
で

に
、
保
育
所
と
公
民
館
を
併
設
し
た

施
設
が
で
き
な
い
も
の
か
、
地
元
関

係
者
と
も
よ
く
協
議
し
て
書
処
し
た

◎
体
日
診
療
に
つ
い
て

日
曜
、
祭
日
に
お
け
る
急
病
人
の

診
療
に
つ
い
て
は
、
医
師
会

の
御
協

力
を
得
て
、
当
番
制
を
実
施
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
当
番

制
に
伴
う
窓
□
業
務
は
、
当
番
医
の

表
を
作
成
し
、
市

の
宿
日
直
に
お

い

て
住
民
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
に
応
え

て
二
十

一
年
度
建
設
計
画
に
つ
い
て

は
公
管
、
市
営
合

わ

せ
て
二
十
二

戸
の
建
設
を
計
画
し
て
い
る
。

０
清
掃
セ
ン
タ
ー
電
気
集
腫
機
の

設
置
に
つ
い
て

地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
も
強
い
要
望
も

あ
り
、
集
塵
機
の
設
置
が
で
き
な

い

も
の
か
ど
う
か
、
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

◎
公
共
下
水
道
に
つ
い
て

北
川
、
高

川
水
域

及
び
北

川
地

先
河
口
が
国
の
水
質
環
境
基
準
水
域

類
型
に
指
定
さ
れ
た
。
指
定
を
受
け

る
と
県
は
流
域
下
水
道
整
備
計
画
を

立
て
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
五
十

年
度
県
に
お
い
て
計
画
立
案
中
で
、

こ
れ
が
発
表
さ
れ
た
の
ち
適
合
す
る

計
画
を
市
で
立
て
た

い
。

◎
市
道
末
舗
芸
部
分
の
早
期
舗
妻

に
つ
い
て

現
在
の
舗
装
率
は
、
四
十

・
九
％

で
本
年
度
中
に
四
十
三
％
を
目
標
に
、

し
て
お
り
大
年
度
も
引
き
続
き
実
施

し
て
い
き
た
い
。

◎
市
政
全
機
に
占
め
る
環
境
格
差

の
是
正
に
つ
い
て

一
朝

一
夕
に
は
解
消
し
な

い
が
、

へ
き
地
を
な
く
す
た
め
の
予
算
措
置

及
び
政
策
は
積
極
的
に
行
な
っ
て
い

る
。
今
後
も
引
き
続
き
努
力
し
た
い
。

◎
小
浜
公
園
を
中
心
と
し
た
西
部

地
区
の
開
発
に
つ
い
て

西
部
地
区
全
体
を
静
か
な
住
宅
地

と
し
て
考
え
た
い
。

青
井
地
区
区
画
整
理
事
業
実
施
を

計
画
し
て
お
り
、
小
浜
公
園
に
つ
い

て
は
、
都
市
公
園
と
し
て
五
十
一
年

度
か
ら
整
備
し
て
い
き
た
い
。

◎
小
浜
病
院
結
核
病
棟
の
建
設
に

つ
い
て

長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
り
、
今
日

ま
で
基
金
の
積
み
立
て
を
行
な
っ
て

い
る
。
今
後
も
建
設
を
前
提
と
し
て

努
力
し
て
い
き
た
い
。

鵬業帥
納蹄卿

◎
漁
港
、
外
港
そ
の
後
の
進
め
方

知
事
を
先
頭
に
力
強
い
際
情
を
行

な
っ
て
い
る
。
五
十
二
年
度
か
ら
始

ま
る
オ
六
次
準
備
計
画
で
完
成
を
目

ざ
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

本
市
農
業
の
位
置
付
け
と
し
て
、

稲
作
、
施
設
固
芸
、
吉
産
、
水
稲
野

菜
の
複
合
と
四
つ
の
タ
イ
プ
の
農
家

部
を
育
成
し
振
果
を
は
か
り
た
い
。

◎
湊
業
後
継
者
育
成
に
つ
い
て

農
林
高
校
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

努
力
し
た
い
。

農
家
自
体
に
お
い
て
も

一
緒
に
岸

し
店
で
共
感
し
、と
も
に
語
り
合
つ
な

か
で
農
業
へ
の
意
欲
を
振
起
し
て
ほ

し
い
。

◎
発
電
施
設
の
調
査
に
つ
い
て

議
会
の
皆
様
と
も
よ
く
相
談
し
て

結
論
を
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
変
電
所
誘
致
に
つ
い
て

そ
の
よ
う
な
話
が
あ
れ
ば
十
分
検

討
、
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
こ

０
原
発
の
安
全
性
に
つ
い
て

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
専
門
家
で

な
い
私
ど
も
の
浅
知
恵
で
軽
々
し
く

論
ぜ
ら
れ
な
い
と
思
う
。

学
者
の
研
究
を
算
約
し
、
権
威
あ

る
筋
で
決
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と

思
う
。

◎
大
飯
原
発
稼
的
に
伴
う
事
前
対

策
に
つ
い
て

の
安
全
協
定
締
結
に
つ
い
て

安
全
協
定
締
結
を
前
提
と
し
て

県
と
協
議
を
し
て
い
る
。

③
中
止
の
申
し
入
れ
に
つ
い
て

自
治
体
の
自
主
制
を
尊
重
す
べ

き
で
あ
り
、
中
止
を
申
し
入
れ
る

つ
も
り
は
な
い
。

九
月
、
十
二
月
定
例
会
に
お
い
て

―
―
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

に
つ
い
て
は
、
関
係
者
か
ら
の
説
明

聴
取
、
現
場
の
視
祭
を
行
な
い
真
三

に
寄
議
さ
れ
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
条
件
は
謙
乗
六
件
、

昧
情

一
件
、
決
議
案

一
件
で
譲
案
、

際
情
は
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、

採
沢
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
が

決
議
案
に
つ
い
て
は
閉
会
中
の
継
続

審
査
と
な
り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
案
件
は
議
案
八
件
、

陳
情
二
件
で
議
案
、
陳
情
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
、
採
択
す
べ
さ
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
条
件
は
、
議
案
六
件

で
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

観
目
富
日
富
目

付
託
さ
れ
た
条
件
は
、
議
案
十
二

件
、
険
情
四
件
で
議
案
は
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
、
陳
情
に
つ
い
て
は
一
件
を
継
続

容
査
、
他
三
件
は
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

十
二
月
定
例
全
で
設
置
さ
れ
た
決

算
特
別
委
員
会
は
、
委
員
入
名
で
構

成
さ
れ
、
委
員
長
、
副
委
員
長
を
選

任
し
、
付
託
さ
れ
た
認
定
条
件
七
件

を
開
会
中
の
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

◎
継
続
審
査
案
件

昭
和
四
十
九
年
度
小
浜
市

一
般
会

計
他
大
会
計
決
算
認
定
、
小
運
動
公

園
実
現
に
つ
い
て
の
陳
情
、
発
電
施

設
の
立
地
調
査
推
進
決
議
案
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
委
員
会
に

お
い
て
、
い
ず
れ
も
認
定
、
採
択
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

教
育
文
化
施
設

調
査
研
究
委
員
会

日
立
少
年
自
然
の
家
、
私
立
高

校
誘
軟
、
若
狭
の
里
、
こ
中
問
題
な

ど
に
論
議
が
集
中
し
た
。

特
に
私
立
高
校
の
誘
数
に
つ
い
て

は
、
理
事
者
に
お
い
て
ブ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
綿
成
し
議
会
と
と
も
に

高
校
進
学
希
望
者
の
全
買
入
学
の
た

め
の
調
査
、
研
究
の
ほ
か
撫
南
各
市

町
村
に
も
呼
び
か
け
を
行
な
い
県
教

育
委
員
会
に
対
し
強
力
な
陳
情
を
行

な
う
も
の
と
し
た
。

発
電
所
安
全
対
策

調
査
研
究
委
員
会

大
飯
原
電
か
ら
海
域
的
に
最
も
近

い
本
市
と
し
て
、
こ
れ
ら
発
電
施
設

の
安
全
性
に
つ
い
て
は
深
い
関
心
が

あ
り
も
と
よ
り
専
門
的
な
事
柄
が
多

く
限
界
の
あ
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら

も
、
委
員
会
で
は
、
漁
協
、
静
岡
県

浜
岡
町
、科
学
技
術
庁
な
ど
を
導
ね
、

温
排
水
の
海
藻
、
漁
具
類
に
及
す
影

響
、
浜
岡
原
電
の
実
状
と
住
民
の
声
、

原
発
建
設
と
安
全
性
な
ど
の
調
査
、

ま
た
市
民
団
体
、
商
工
団
体
の
意
見

を
開
く
た
め
の
総
談
会
開
催
と
並
行

し
て
自
然
放
射
能
の
測
定
と
人
体
許

容
量
の
問
題
に
つ
い
て
も
計
数
器
に

よ
る
市
内
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ボ
ス
ト
周

辺
及
び
レ
ン
ト
タ
ン
室
、
周
辺
地
原

子
力
発
電
所
の
測
定
を
行
な
い
科
学

的
を
調
査
、
研
究
も
続
け
て
い
る
。

都
市
交
通

対
策
委
員
会

小
浜
線
の
複
線
電
化
、
国
鉄
パ
ス

の
運
行
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組

み
、
小
浜
線

の
複
線
電
化
に
つ
い
て

は
嶺
南
市
町
村
は
も
と
よ
り
舞
鶴
市

議
会
と
も
タ
イ
ア

ッ
プ
し
て
金
鉄
局

へ
の
強
力
な
陳
情
を
行
な
い
、
ま
た

国
鉄
パ
ス
に
つ
い
て
は
小
浜
、周
山
、

京
都
間
の
パ
ス
建
行
を
夏
季
の
み
に

と
ど
ま
ら
ず
年
間
を
通
し
て
の
運
行

が
な
さ
れ
る
よ
う
、
近
く
関
係
当
局

へ
の
際
情
を
考
え
て
る
，

新
幹
線
対
策
委
員
会

北
陸
新
幹
線
等
整
備
五
線
は
、
い

ず
れ
も
国
の
総
需
要
抑
制
政
策
、
さ

ら
に
第
二
次
全
国
総
合
開
発
計
画
の

策
定
で
経
済
成
長
の
ダ
ウ
ン
に
合
わ

せ
て
新
幹
線
網
構
想
を
結
少
す
べ
き

と
の
試
算
案
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら

北
陸
新
幹
線
の
早
期
着
工
と
小
浜
駅

設
置
に
つ
い
て
政
府
関
係
機
関
、
地

元
選
出
国
会
議
員
に
対
し
強
力
な
陳

情
を
行
な
っ
て
い
る
。

充福
↓き

祉

実 の

聯
設建道草動自

道

速

鉄

高
◎
新
幹
線
そ
の
後
に
つ
い
て

新
幹
線
は
当
初
よ
り
か
な
り
遅
れ

る
と
思
わ
れ
る
が
、
国
土
庁
で
策
定

す
る
オ
ニ
次
全
国
総
合
開
発
計
画
か

ら
は
は
ず
れ
る
心
配
は
な
い
と
思
う

五
十
一
年
着
工
は
無
理
と
し
て
も
建

設
は
間
違
い
な
い
と
思
う
。

◎
小
浜
線
の
低
線
電
化
に
つ
い
て

複
線
と
電
化
の
両
方
は
無
理
で
も
、

せ
め
て
複
線
で
も
早
急
に
と
考
え
努

力
し
て
い
る
。

国
鉄
当
局
に
当
っ
た
感
触
で
は
新

幹
線
と
の
関
連
も
あ
り
、
新
幹
線
着

工
の
発
令
待
ち
の
状
態
で
あ
る
。

◎
国
鉄
小
蟻
線
の
現
状
及
び
今
後

の
見
通
し

現
在
工
事
線
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
着
工
に
つ
い
て
は
、
運
輸
省
の

許
可
が
大
き
な
か
き
と
な
っ
て
お
り
、

引
き
続
き
運
輸
省
を
中
心
に
運
動
を

進
め
て
い
き
た
い
。

◎
小
浜
・
京
都
高
速
自
動
車
む

昭
和
六
十
年
開
通
を
目
標
に
、
努

力
し
た
い
。

政
治
家
や
候
補
者
は
　
　
　
　
出
産
、
入
学
、
卒
業
の
お
机
い
、

こ
う

い
う
行
為
は
　
　
　
　
団
体
旅
行
の
寄
付
、
結
婚
の
お
祝
い
、

一軒鈍晴」車刊津ボ粋吐）。中市中中い率↓申伸中中抑術詢
陳
情六
作

を

採

択

九
月
、
十
二
月
定
例
会

に
提
出

れ
ま
し
た
陳
情
は
七
件
で
、
大
件

採
択
し

一
件
は
継
続
審
査
と
な
り

し
た
。

採
択
さ
れ
た
陳
情
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◎

市

道

、

谷

回
村

中

線

の
盛
装
に
つ
い
て

（深
谷
区
長
、

岸
本
制
司
他
十
二
名
）

◎
水
取
、
山
手
二
、
三
丁
目
地
区
の

治
水
対
策
に
つ
い
て

（山
手
二
丁

目
区
長
、
三
丁
目
区
長
　
水
取
区

長
）

◎
小
浜
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る

環
境
墓
備
に
つ
い
て

⌒東
勢
区
長

田
中
義
則
、
西
勢
区
長
、
岡
　
善

次
郎
）

◎
小
浜
市
清
掃
工
場
建
設
に
伴
う
、

電
機
集
産
機
の
併
設
に
つ
い
て

（

小
浜
地
区
区
長
会
長
、
浅
見
静

一

他
小
浜
地
区
西
部
九
区
正
副
区
長
）

◎
昭
和
二
十
一
年
度
若
狭
高
等
学
校

の
学
級
増
設
に
つ
い
て
意
見
書
提

出
の
際
情

（小
浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
長
、
杉
田
馨

一
）

公
会
堂
に
代
る
べ
き
施
設
の
早
期

設
に
つ
い
て

（小
浜
地
区
区
受

会
長
、
浅
見
静

一
他
三
十
五
名
）


